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あった.【結 論】 本邦のAPA では高頻度にKCNJ5
体細胞遺伝子変異が認められ, G151と L168がホットス
ポットであり機能獲得型の変異であることが推察され
る. KCNJ5遺伝子変異によるAPAは,より若年発症で
重症であった.また,変異陽性例ではKCNJ5発現が亢進
している.
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